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古臣 滋男 (高知女子大 ･家政)
臥牛山の群れについては,1971年7月に個休数調査を
おこない,その結果は本年報 Vol.2(1972)に報告し
た｡本年の調査日的のひとつは,この群れのその按の変
動を追跡することであった｡
1971年当時,1)-メ-は節1位Mon(推定30才以上),
以下KaLame(20-25才),Con(19才一生年が確認され
ている),Kobu(16才)の4軌 サブt)一〆-はYasu
(ll-15才),Kuni(lo牙),Ken(8才)の3現であっ
た｡
1.1971年12月上旬,MonのJln位下降,Kobuの離脱
という変動がおこった."Monは,節1位から節7位,
つまりサブ1)-ダーの Kenの下位にまで順位が下降し
た｡このときMonをはげしく迫ったのはGonとKobu
であった｡Kobuは.それより約10日按.左足に大任耽
なして郎卿こあらわれ.それから3日按姿を消した｡伍
攻も他のサルによるものか,野犬によるものかわからな
い."(臥牛山自然動物園碓田村治氏による).
2.Monは,その枚もそのままの地位で群れにとどま
ったが.1972年9Jl.群れが約10日間の遊動をして.餌
柳こもどってきたときに姿を消していた (藤田氏によ
ち)｡
3.臥牛山の群れの個体数は,1971年の調査時に155
頭と推定した.1972年に25頭出産,1972年中に捕位され
たサルは約20頭と推定される.自然死および群れからの
離脱は確認されたものだけで5頭 (Mom,Kobu,老令の
メス 2B7i,1972年生まれのアカソ妨1頭)である6一
九 郡れの移動時に個体数をかぞえる方法による1972年
10Flのこの群れの推定個体数は140-150頭であった.
4.Monの郡れからの雛脱は,上記の結果から,メス
をつれて10珊程庇の分割郡を形成してでていったという
可蛇性な不定することはできない｡
5.19721F･10月には,YLlSu,Kuniもくわえて4mの
1)一〆-,Kenのサブt)一〆-という耶成 となった｡
Kenは中心部ではメスに追われる呼,YtlSu,Kuniとは
行動上.明附なちがいが認められる｡
が,これまでに仰かこつねに現われる生郡の他に1郡の
存在しか確認されていない｡その郡九は約50Wiとみられ
ていた｡
この分写せ郡のさらに くわしい確実なn料な和るため
に,オこ年は調光口数の大半をこれにあてたが.口幣でき
たのは2回にすぎず.今枚にm!EZlはもちこされた｡政人
同時に追跡する方法など.調Fcカ法な改めねばならな
い0
1. 2回の直接税部と遊動城内の住民よりのm報なあ
わせてみると,1郡しか存在しないこと,その掛ま5097t
よりさらに少なく30B7iと推定されること,この郡九は飢
場へは絶対にあらわれず.遊動城を糾切の反対力向にす
こしずつ拡張していること,などは確かである｡
2. オスのヒトt)ザル,あるいは数DTlよりなるオスだ
けのグルーブが,主群ならびに分封郡の遊動域外の周辺
地城に出没することが放近多くなっている｡これらのサ
ルは比較的人馴れをしていることから,臥JI'･lJJの郡れか
らでていったものと考えられる｡
3. 分裂郡はオスがメスに比して多い桝成なもってい
るので,分裂後朽離脱するオスがでて,分刻郡はさらに
m体数をへらすことは予想されていたことであった｡こ
の点のさらにくわしい調rcが今後に残されている｡
野生ニホンザルの日周活動リズムl)
四元 仲-Tl(-ht大 ･珊)
はじめに
雅者は前年庇にひき拭いて.r汀ILl伯 然耶 (Ⅰ-b郡)
の遊動生活をU.T･)充した｡現在.rZ料を範皿中であ'るが,
今回は比較的丑q_の終った19721年･11月の調査について報
告する｡12日の調査期間のうち,祝祭日が6日間であ
り.そのうち9時間以上正接追跡のできた日が3日間で
ある｡
遊動の概略
11月1日から5日まで,Ⅰ-b群は枕菅栄,市宕Lu,伝
場尾根,津川上流域に因まれる付近を遊動し,11日から
13日にかけては,石射太郎の北京方向から小糸川を決
り,石射太郎を経て高宕山尾根道沿いに税菅生へ臥 南
下して餌場Fi椴の岡のFi椴をi剰lLt流-おりるという遊
動な行なった｡
この時糊の遊動コースを規定する主要な食物は.ヤブ
ニッケイのリ3であり,遊動コースを部分的に規定するも
のとしてt)1ウキ1ウマメガキ,ヤマノイモの種子がさY;
げられるoLかし,11J112円はクスノキの実が柴巾約に
拭食された｡
臥牛山の群れに附してのもうひとつの調充口約は分割
群の動向であった｡1955年以紋,5回の分割がおこった
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1)岩野本三･四円制止 (いずれも-ilE大 ･班)との非同
研究｡
